
解答例 

I  
 

問

１ 

AB間 BC間 

① ④ 

CD間 DE間 

② ⑥ 

問

２ 

融解熱 蒸発熱 

𝐸C − 𝐸B
𝑛

 
𝐸E − 𝐸D

𝑛
 

問

３ (
𝐸𝐵 − 𝐸𝐴
𝑇2 − 𝑇1

)
𝑊 ∙ 𝑇

𝑛 ∙ 𝑀
 

問

４ 加えられた熱エネルギーが状態変化のためだけに用いられるため 

問

５ 

氷 ドライアイス 

下がる（低くなる） 上がる（高くなる） 

問

６ 

 

 

  



 

II 

  

問

１ 

(1) (2) 

陽 陰 

問

2 
Cu → Cu2+ + 2e- 

問

3 

元素 1 理由 

Ag Cu と比べてイオン化傾向が低いから 

元素 2 理由 

Pb PbSO4 の溶解度が極めて低いから（PbSO4 が不溶性であるため） 

問

4 

 

反応に利用される電子のモル数（mol） 

150 × 9650

9.65 × 104
= 15 

 

15 mol の電子によって還元される Cu の質量 

63.5 × 15 ÷ 2 = 476.25             4.76×102 [g] 

問

5 

 

電解精錬によって電解液中の Cu2+の総量は｛増加する・減少する・変化しない｝ 

 

理由 

粗銅板に流れる酸化電流は Cu 以外の不純物元素の酸化反応にも利用されることから、

純銅板上で還元される（析出する）Cu の量が、粗銅板で酸化される（溶解する）Cu の量

より多くなるため。 



Ⅲ 

 

 

  



Ⅳ 

問

１ 

ア 

酸 

イ 

塩基 

ウ 

  双（両）性 

エ 

ペプチド 

問

２ 

a 

 0 

b 

 –1 

c 

+1 

問

３ 

 

 

 

 

 

問

４ 

アミノ基が 1 個アセチル化されると、問 3 より、分子量は 42.0 増加する。 

シトクロム c の反応前後の分子量変化が 13160–12360 = 800 であることから、800/42 

= ~19 となり、19 個のアミノ基を持つ。 

 

問

５ 

 

Vmax = k3[E]T 

 

問

６ 

 

 

2.0  10–6 mol/L 

 

問

７ 

 

作図にあたって、 

通るべき 2 点を 

●で示す 

 

 

 

 

 

 

 

 


